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GEIDAI BIBLIOSCAPE 2024は、「オブシェとしての本」をテーマにし
たブックアートの展覧会です。本展は、ブックアートを現代美術の一形
態として捉え、その多様な表現と可能性に焦点を当てています。ブック
アートは、単に読むための媒体としての「本」を超えて、内面的な身体性
を持つ芸術表現として、あるいはまたメディアとしての存在感や役割あ
るいは権威を表象する視覚的な美術作品として進化してきました。
BIBLIOSCAPE 2024に出展された各作品は、その創造力と実験精神
を最大限発揮しつつ、書物の形態や機能の常識を覆した新しい視点や
考え方を、広い意味でのオブジェとして表現しています。そうした革新的
なアプローチを通じて、本というメディアの役割を再考する機会を提供
します。
なお、本展は東京藝術大学大学映像研究科と附属図書館との共催企
画として「オブジェとしての本」展に加えて、毎年恒例である「古書バザー
ル」「蓄音機コンサート」も併せて開催します。３日間限定の会期中には
、アーティストや詩人たちによる共同制作「しのばず連詩林」にも取り組
み、ゲストを迎えたトークイベントやパフォーマンス上演も実施します。
本をめぐる新たな発見の場にどうぞお越しください。

会期. 2024年9月6日［金］－8日［日］ ※東京藝術大学藝祭期間中
時間. DAY1（9月6日［金］） 13:00–17:00（16:45最終入場）

 DAY2（9月7日［土］） 10:00–17:00（16:45最終入場）

 DAY3（9月8日［日］） 10:00–17:00（16:45最終入場）

会場. 東京藝術大学附属図書館上野本館 B棟1階＆1+階
 東京都台東区上野公園12-8
主催. 東京藝術大学附属図書館, 東京藝術大学大学院映像研究科
共同企画. RAM Association, コ本や honkbooks
協力. Kanda & Oliveira, 小出由紀子事務所, ことの次第（GROUP）, 中原中也記念館, 
 福留友子, MISA SHIN GALLERY

– オブジェとしての本
– しのばず連詩林
– 古書バザール
– 蓄音機コンサート

本展覧会の一部は、科研費番号23K25287「ブックアート研究を支援する総合的アーカイヴの構築と
その実践的活用」の助成のもとで実施しています。

Programs

 パフォーマンス／ワークショップ ※時間の詳細はタイムテーブルをご確認ください。

– TOLTA「人間のコンサート」
– カニエ・ナハ「《読書するひと》《読書するふたり》になるためのガイダンス」
– カニエ・ナハ「〈オブジェとしての本〉を朗読する」

 トークイベント
– 「いまなぜ（ここに）青山二郎なのか」
 出演. 福留友子［青山二郎姪］、カニエ・ナハ［詩人, RAMフェロー , 本展共同キュレーター］

 日時. 9月6日（金）15:30–16:30

– 「ふたりのビブリオフィリア」
 出演. 松田行正［ブック・デザイナー］、桂 英史［東京藝術大学大学院教授, 本展共同キュレーター］

 日時. 9月7日（土）14:00–16:00

– 「ポエトリー・キャンプ 第4回 しのばず連詩林」 公開イベント
 日時. 9月8日（日）15:30–16:30
 出演.  
 小野寺里穂（川柳作家, Dr. Holiday Laboratory）

 國松絵梨（詩人）
 佐峰 存（詩人）
 honninman（ミュージシャン）
 メグ忍者（アーティスト, 劇作家）

 米澤 柊（アーティスト, アニメーター） ※五十音順
 ＊
 詩集デザイン. 山田悠太朗（グラフィックデザイナー , アーティスト）

 観察詩. 田中くるみ（アーティスト）
 記録撮影. 永田風薫（アーティスト）
 ＊
 司会. 青柳菜摘（アーティスト, 詩人, RAMフェロー , 本展共同キュレーター）

オブジェとしての本

東京藝術大学大学院映像研究科が主催するRAM Associationでは、「GEIDAI BIBLIOSCAPE 
2024」にて、第４回ポエトリー・キャンプ「しのばず連詩林」を開催いたします。「連詩林」は、
詩人や歌人、アーティストが集い、散策、リサーチ、ディスカッションを通して、リレー形式で
詩文を織りなす共同制作による芸術実践です。今回は上野を中心に３日間かけて一冊の作
品を制作します。最終日の9月8日（日）には、完成したばかりの「連詩」を朗読、解説する公
開イベントを開催します。

しのばず連詩林

募金にご協力いただいた方へ、オリジナルトートバッグを御礼としてお渡しいたします。さら
に、図書館で受入対象外になった本の中から、お好きなものをトートバッグに入れてお持ち
帰りいただけます。 （1口1000円でトートバッグ1枚、本は3冊まで。複数口のご協力も大歓迎です！）

古書バザール

図書館が所蔵している蓄音機とSPレコードを使ったミニコンサートです。各日2～4回程度
実施し、1回約20分の演奏を予定しています。詳細はタイムスケジュールをご確認ください。

蓄音機コンサート

アンケート
ご来場の皆様にアンケートのご協力をお願いしています。
回答はこちらから↓
https://forms.gle/kHDLy286xytyfMdG9

GEIDAI BIBLIOSCAPE 2024
「オブジェとしての本」「しのばず連詩林」

共同キュレーター . 桂英史, カニエ・ナハ, 青柳菜摘, 和田信太郎
運営統括. 中島百合絵
アートコーディネーター . 阿部七海
運営. 阿部七海, 横川十帆, 佐藤瞭太郎, 是永悠之介, 木戸秋岳渡, 阿部美咲,
稲村行真, 江尻樹, 河端望夢, 手塚美楽, 福士りさ, 三ツ谷麻野, 山中春海
広報. 伊藤琴音
ウェブサイト構築. 真鍋創人
設営. 齋藤千春, 大竹舞人, 加藤広太, 永田風薫, 松本桂, 是永悠之介
什器制作. square4, 田中勘太郎
音響. 伊藤琴音
記録. 齋藤千春, 永田風薫, 田中くるみ
アートディレクション／デザイン. 山田悠太朗

Floor Map / List of Works

02 福田尚代 Naoyo Fukuda

翼あるもの『ロクス・ソルス』
翼あるもの『蠅の王』
翼あるもの『ふたりの証拠』
2022｜頁を折り込まれた書物

書物の頁はすべて半分に折り込まれ、読むことができるのは1行のみ。
愛読した書物とはいえ、実際に折られるまではどの箇所が1行として現れるのか分
からない。大概の文章は行をまたいで続いているから、一輪挿しの花のごとく切り
のよい1行が、しかも頁のちょうど真ん中に在ることなぞ稀であり、じつは私には選
択肢が殆どない。祈るように一心に折り続けるうちに、ふいに現れる1行だからこそ、
あたかも本が私に言葉を発したかのように感受されるのだ。途端にそれは翼あるも
の、つまり天からの使者となる。
ある日ふと、年代も作者も異なる本による翼あるものたちが、たがいの1行を用いて
秘かに会話をしていたことに気づき慄いた。

01 河端望夢 Miyu Kawabata  メディア映像専攻修士1年

物語は忘れた記憶でつくられる
2024｜本、枝

本を一冊読むと、膨大なページ数と文字数を経てきたにもかかわらず、私たちの記
憶に残るのはほんの数ページ、数十行に過ぎない。
この作品では物語が記された本の中で特に記憶に残っている部分を抜き出し、木
に吊るすことで、忘れてしまった部分との対比を浮き彫りにした。本を読み進めるほ
どに、私たちは過去に通り過ぎた大量の文字が、枯れ葉のように記憶から抜け落ち
ていく様子を目にしている。

03 小野耕石 Kouseki Ono

NEW ENLIGHTENMENT No.6
NEW ENLIGHTENMENT No.17
NEW ENLIGHTENMENT No.23
2022｜油性インク・顔｜スクリーンプリントの応用

NEW ENLIGHTENMENTは啓蒙というタイトルが示すとおり、まだ見ぬ作品解釈
の複数制作を試みるもの。この作品は100％絵の具で出来ている。つまり僕がスク
リーンプリントで絵の具を刷り落とすという行為の集積物がそこに分厚く重なり、自
らが「立っている」のである。自らの行為が支持体から独立し集積し自立するこの作
品は、その物質感、層、重みを体感できるように制作している。本という形をとって
いるのは本ではいけない理由がないからに他ならない。

04 TOLTA

ポジティブな呪いのつみきmini
2023｜ミクストメディア

ポジティブな呪いとは「ひとを動かす力をもつ言葉」を意味します。
毎日の生活でなにげなく使っているそんな言葉たちを、自由に組み合わせを変えら
れるつみきの形にしました。
つみきになった言葉は、組み合わせしだいで、より楽しい文章になったり、恐ろしい
文章になったりします。いろいろな組み合わせをつくって遊んでみましょう。

今回展示しているつみきは、2016年に「ダダでない、ダダでなくない展」の中で発
表した200個のつみきの縮小版です。
強くにぎったり、投げたり、踏んだり、濡らしたりすると壊れます。遊ぶときはていね
いに扱ってください。

05 福士りさ Risa Fukushi  メディア映像専攻修士1年

手の中の詩集
2024｜シングルチャンネル｜2分3秒

指や掌に文字を書き、身体を本にした映像作品である。手の動きに合わせ単語が
繋がり、動きが詩へと変化する。読書する身体に興味があり、ページを捲る行為が
指を開く動きと重なるのではないかと考え制作した。

06 阿部美咲 Misaki Abe  メディア映像専攻修士1年

煙草と布巾
2024｜煙草、布巾、写真

本のもつ「手触り」や「匂い」という要素に着目し、質感を伴ったアルバムを制作した。
煙草には父親の写真、布巾には母親の写真が挟まれている。残された写真の枚数
や、幼少期に感じていた両親の印象について思索した。

11 山田悠太朗 Yutaro Yamada

Painted Cans “切符”
Painted Cans “ステーション”
Painted Cans “天気輪”
Painted Cans “マグネシヤ”
Painted Cans “脂油の球”
2024｜缶、油絵具、樹脂

路上で拾った缶を2つ組み合わせ、本の見開きに見立てて絵画の支持体とした。車
に潰された缶は自宅近くの甲州街道で、2019年ごろから収拾を続けている。首都
高や京王線とも並行する甲州街道は、私の自宅付近のエリアにおいては飛び降り・
自動車事故・事件などが多発しているスポットでもある。フィールドワークの中で、
都市において折り重なる史実とその景色について考察し、宮沢賢治著『銀河鉄道の
夜』から着想を得て制作をした。

07 小林椋 Muku Kobayashi

亀はニェフスのイゥユのように前足を石にのばすと
2022｜インスタレーション
MDF材、FRP、モーター、アルミ、鉄、ディスプレイ、ラジオ、文庫本など

小説内で描写される「ものの動き」が言葉で表現すると抽象的でイメージしづらい
場合に、具体的な事物で例えられることがある。SFに登場する見慣れない機械の
動作が身近な動物の仕草に例えられるように。文章の中で具体的なものに置き換
えられた動きを、実物の観察を通して、単なる動きとして抽出し直す。言葉の持つイ
メージを現実を通して破壊してみる。そうして、わかりやすくするために例えられた
動きを、もう一度わかりづらい動きに翻訳することで、何か別様なものを思弁するた
めの装置。

08 林香苗武 Takeshi Kanae Hayashi

drawing book
2024｜アクリル、ペン、鉛筆

9月7日の昼過ぎからライブペイントを行います。人がいると心が大きくなり、突然
絵が主張を始めるかもしれません。或いは、彫刻家のように何かの形を模索してい
るような気もします。
物質としての本（絵画）において、絵の具は重量に従って落下します。描き手はス
マートフォンのスクロールのように画面内を行き来します。
スマホの情報は私をめちゃくちゃな気分にさせます。
本当は絵を描いている場合ではないのかもしれない。戦争を止めなければ…しか
し、それは私の役目ではないとも感じています。
私は一人で板に向かって絵を描いている、ただの人間です。

12 山中春海 Harumi Yamanaka  メディア映像専攻修士1年

彼らは賛美の歌をうたった (artificial organ)
2024｜紙、真鍮、アルミニウム、モーター、ゴム、木材、基盤

聖書は、神に代わって信者の信仰や生活に規範を与えるものとして機能していた。
この様に神の存在や身体を代替していることから、書物の体裁には「背」や「のど」と
いった体の名称が現在でも使われている。本作は、この本の身体性に着目し人工
器官をモチーフにしたオブジェを制作した。本の形をした紙の重なりが、機械の動
きにより1枚ずつ広がり解体されることで、身体の拡張を試みている。

13 青山二郎 Jiro Aoyama

（装飾と覚書のあるピースの箱）、
（覚書のある「ペプシ館ニュース」のバインダー）、他

1973年頃、1970年頃、他｜段ボール箱、バインダー、他

骨董の箱書が始まりだろうか、いつしか此の様にして、身の廻りにあった空き箱など
に装飾を施し、走り書きの様な覚書を記した。ピース（煙草）の段ボール箱には「四
月九日」の日付と「ピカソが昨夜死んだ」の記述が在り、'70年大阪万博の「ペプシ館
ニュース」のバインダーには「十一月二十五日」の三島由紀夫の死のニュースを受け
て太宰治、中原中也らの死に就いて追想される。これらはメモなのか碑なのか、オ
ブジェなのか本なのか。何れでも在り、何れでも無い。無二の捉え処の無さを、存
在感を湛えて佇む。青山二郎という人物そのものの様に。（カニエ・ナハ）

09 三ツ谷麻野 Asano Mitsuya  メディア映像専攻修士1年

装丁を着る
2024｜Tシャツ、キャビネット

畳まれた状態のTシャツを本に見立てた。本は情報を伝達するメディアにとどまらず、
物質的な存在としての価値や文化的なシンボルとしての役割を持っている。本の装
丁とTシャツは、どちらも単なる物質的なオブジェクトを超えて、個人や社会の文化
的表現を担うメディアとしての役割を果たす。キャビネットに並べられたオブジェと
しての本は、単なる物の集まりではなく、文化的なオブジェとしての機能を持ち、私
たちの生活と文化の中で特別な位置を占め続ける。

14 カニエ・ナハ Kanie Naha

〈オブジェとしての本〉を朗読する
2024｜カセットテープ、再生機、声

会場内にある〈オブジェとしての本〉を言葉に翻訳し、声にかたちを与えることを試み
る。あるいは試みてもらう。再生機を彫刻における台座に喩えてみるとき、再生され
る声は見えないオブジェとして空間に現出するが、停止ボタンが押されればまたた
くまに消える。

15 カニエ・ナハ Kanie Naha

《読書するひと》になるためのガイダンス
2024｜本、読書する人

ここが図書館であるので至極自然なことではあるが、〈読書するひと〉を時折、見か
けるかもしれない。

16 カニエ・ナハ Kanie Naha

《読書するふたり》になるためのガイダンス
2024｜本、読書する人

ここが図書館であるので〈読書するひと〉がいるのは当然としても、〈読書するふたり〉
すなわち一冊の本を一緒に読んでいる二人となると、それが親子か子供同士ならと
もかく、大人の二人であったとしたら、いくぶんは不自然に見えるかもしれない。あ
るいはルノワールが描いた〈読書する二人〉たちなどを思い出すひともいるかもしれ
ない。

10 手塚美楽 Mira Tezuka  メディア映像専攻修士1年

目覚めさせてください
2024｜パフォーマンス｜5分｜布に刺繍

「本をめくる」動作と「ブランケットをめくる」動作を重ね合わせたパフォーマンス作品
である。自らがうたた寝しながら、短歌の連作が刺繍された布のブランケットをめ
くって、寝言のように歌を朗読していく。刺繍された布はブランケットとしての役割と
本としての役割の2つを持っている。
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＊会場内にお手洗いはございません。
＊会場内での飲食はご遠慮ください。ペットボトル等、密閉タイプの飲み物はお持ち込みいただけます。
＊一部の作品を除き、会場内の撮影は可能ですが、ほかの来場者の写り込みにはご配慮をお願いします。
   なお、古書バザールエリアでの撮影はご遠慮ください。


